藤岡市測量、建設コンサルタント等業務委託検査規程
　（趣旨）

第１条　この規程は、法令その他別に定めがあるもののほか、市が執行する測量、建設コンサルタント等業務委託（以下「業務」という。）に係る検査について必要な事項を定めるものとする。
　（検査の種類）
第２条　検査の種類は、次に掲げるとおりとする。
 (1)　完了検査　藤岡市契約規則（平成１１年規則第２号。以下「規則」という）第４１条第１項第１号に掲げるときに行う検査であって、受注者から業務完了報告書（規則様式第１７号）の提出があったときに業務の全ての部分について行うもの
 (2)　出来形検査　規則第４１条第１項第２号又は第４号に掲げるときに行う検査であって、規則第４９条第１項の規定による部分払をするとき又は業務の中止若しくは打切りをするときに行うもの
 (3)　完了部分検査　規則第４１条第１項第３号に掲げるときに行う検査であって、業務の途中において完了した一部分について行うもの
　（検査員）
第３条　規則第４１条第１項の規定により検査を行う職員（以下「検査員」という。）は、次に掲げるとおりとする。
 (1)　専門検査員　契約検査課長又は契約検査課検査係の職員
 (2)　担当課検査員　業務を執行する課の長（以下「主管課長」という。）又は主管課長が指定する職員
　（検査の範囲）
第４条　当初設計金額（消費税及び地方消費税を含む。以下この条において同じ。）が５０万円を超える業務の検査は専門検査員が、当初設計金額が５０万円以下の業務の検査は担当課検査員が行うものとする。ただし、地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の２第１項第５号の規定により随意契約した業務の検査については、当初設計金額にかかわらず、担当課検査員が検査を行うことができる。
　（検査の実施手続）
第５条　主管課長は、前条第1項に規定する専門検査員が検査を行う業務において次の各号のいずれかに該当するときは、検査依頼書（様式第１号）に設計図書で定める成果品を添付して契約検査課長に検査を依頼しなければならない。
 (1)　受注者から業務完了報告書の提出があったとき。

 (2)　受注者から業務についての出来形検査願（規則様式第１３号）の提出があったとき。
 (3)　完了部分検査を必要と認めたとき。

　（検査の準備）

第６条　規則第４０条第１項の規定により監督を行う者（以下「監督員」という。）は、受注者に検査に必要な資機材を準備させるものとする。
　（検査の立会い）
第７条　検査員は、検査を行うときは、監督員及び管理技術者に立会いを求めなければならない。
　（検査の実施）
第８条　検査員は、検査に当たっては、厳正で公平かつ精密を旨とし、あらかじめ当該検査に係る業務の内容について把握し、設計図書その他契約条件に適合するか否かを検査しなければならない。
　（業務成績評定）
第９条　監督員及び専門検査員は、専門検査員が完了検査を行ったときは、業務成績評価表（様式第３号）により業務成績の評定を行わなければならない。
２前項における評価基準は、別表第１に定める基準によるものとする。
　（検査の結果報告等）
第１０条　専門検査員は、完了検査を完了したときは、業務完了検査調書（規則様式第１９号）に業務成績評価表を添付して、市長に報告しなければならない。

２　市長は、前項の規定による報告があったときは、業務完了検査結果通知書（様式第２号）を受注者に交付しなければならない。

　（不合格の場合の措置）
第１１条　検査員は、検査の結果不合格と判定した業務について、受注者に規則第４１条第４項の必要な措置（次条において「必要な措置」という。）をすることを求めたときは、その旨を主管課長に報告しなければならない。
　（再検査）
第１２条　検査員は、必要な措置をすることを求めた業務について、当該措置が完了した旨受注者から通知があったときは、再検査を行わなければならない。ただし、軽易なものについては、監督員に再検査を委任することができる。

２　前項の再検査を行ったときは、第９条の規定による業務成績の再評定は行わない。
　（検査台帳）
第１３条　契約検査課長は、検査員、検査日、検査結果、評定点その他必要事項を検査台帳に記載し、経過を明確にしておかなければならない。
　（補則）
第１４条　この規程に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。
　　　附　則
　この規程は、平成２０年４月１日から施行する。
　　　附　則
　この規程は、平成２４年４月１日から施行する。
　　　附　則
　この規程は、平成３０年４月１日から施行する。
　　　附　則
　この規程は、令和２年４月１日から施行する。
　　　附　則
　この規程は、令和５年４月１日から施行する。
